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                     上映会・LLPC 

〈９月の上映会〉 

 ９日(木)、１６日(木)、２６日(日)の３日

間とも「にいがた偉人伝③」【2017年/130

分】を上映します。激動の時代を切り拓いた

先人10人の生涯です。 

池田恒雄   吉田東伍  

杉本鉞子   亀倉雄策  

中村十作   水島あやめ  

佐々木象堂 富岡惣一郎 

天田昭次   岩田正巳  

〈８月の上映会〉 

 ５日(木)、１９日(木)、２９日(日)の３日

間とも「キクとイサム」【1959年/116分】を

上映します。 

 戦後の農村を舞台に、日本人女性と黒人米

兵の間に生まれた混血の姉弟

キクとイサムが、祖母の愛情

に包まれながら力強く生きる

様を明るく描いた社会派映画

です。  

(Lifelong Learning Promotion Center) 

データを駆使して「循環型」の具現を！  

 先号の巻頭言で、県では学んだ成果を社会

のために生かし、更なる学びへと発展してい

く「循環型生涯学習社会」を目指しているこ

とをお伝えしました。 

では、実際にどれくらいの学習者が学んだ

成果を生かしているのか、データを基に評価

しなければなりません。折しも昨年度の社会

教育主事講習Bで「データを駆使できる社会教

育行政が課題である」との講義もありまし

た。 

 そこで、センターでは、次の２点でデータ

を蓄積していきます。  

○ 成果活用促進事業を実施する「機関数」 

 いきいき県民カレッジ「受講手帳」「活用手

帳」の両輪で学びを循環させたい、昨年度末

302の成果活用実施機関数を増加させたいと考

えています。 

○ 受講後の追跡調査で「活用率」及び「普及率」 

 「学んだことを実践しましたか？」「学んだ

ことを何人に伝えましたか？」などの項目でア

ンケートを実施し、意識・行動変容を追跡しま

す。 

「生涯学習は地域づくり・つながりづくり」

につながる真の成果（アウトカム）に近付ける

よう、一丸となってチャレンジを続けます。  

 新潟県生涯学習情報提供システム「ラ・ラ・ネット」 

 https://www.lalanet.gr.jp/ 

 生涯学習相談・情報提供 

 TEL：025-284-6119 FAX：025-284-6019 

 Mail：lalasoudan@mail.lalanet.gr.jp  

施設等の貸出 

生涯学習に関係する機関・団体等へ施設・視聴覚教

材の貸出を行っています。 

貸出施設：ホール 大研修室 

※３密を避けるため、現在利用定員を制限していま

す。

（視聴覚教材・機材の貸出しは原則登録が必要です。） 

 8･9月の上映会のお知らせ 
№１５０ 

 令和３年７月８日発行 

新潟県立 

生涯学習推進センター 

生涯学習推進職員研修会「基礎研修会2021」 

              基礎研修会・にいがた連携公開公２０２１ 

生涯学習 (Lifelong Learning) 

 

https://www.lalanet.gr.jp 

受講してくださった方の声です。 

 「すべてが学びでした。本研修会を通して非常に自分自身

が成長できたと感じています。上司に研修内容を伝えた時

に、『たくさん学びがあった研修だったね。充実した時間を

過ごせたね。』とコメントが返ってきました。生涯学習課の

事業が発展するように、社会心理学的な側面からアプローチ

してみます。」 

 「社会人になってまだ２か月ですが、この未熟なときに、

このような研修を受講できてよかったです。仕事に対して

まっさらな状態なので吸収することが多く、早く実践に移し

たいという気持ちでいっぱいです。」 

 「（前略）これまでの人生の中で受けた研修で最も充実し

た 研修だったと思います。今は本当に感謝の気持ちでいっ

ぱいです。」  

 次年度も、皆様から寄せられた声とアンケート結果をもと

に、さらに内容を充実させて開催する予定です。 

皆様方のお越しをお待ちしております。 

多様化、高度化する県民の生涯学習ニーズに応えるため

の、良質かつ高度な学習を提供することを趣旨とした「第１

回 にいがた連携公開講座2021」が終了しました。 

昨年度より、NPO等の民間団体や企業との連携・協働によ

り、高等教育機関以外の方を講師として招聘して開催してい

ます。講座内容のマンネリ化が解消され、市町村のニーズや

地域特性に合った講座を市民・県民の皆様に提供することが

できます。 

 第１回目の田上町会場では、「かしわざき語り部の会」の

皆様を講師にお迎えし、昔話の「語り」をご披露いただきま

した。 

市町村教育委員会及び、社会教育関係機関・施設には、チ

ラシの配布等を引き続きお願いすることとなりますが、ご理

解とご協力をよろしくお願いいたします。 

にいがた連携公開講座2021 

「基礎研修会」の研修内容を「News Letter」でまとめました。 
詳細は、ホームページ「ラ・ラ・ネット」の「活動日記」をご覧ください。 

１回目から４回目まで全て掲載しています。 

おかげさまで 

１５０号達成 

https://www.lalanet.gr.jp/nlpc/renkei.html


「第一歩」シリーズ 

5月から6月にかけての「第一歩」シリーズ 

事業企画力を高めるための「第一歩」 

～市町村家庭教育担当職員研修会～       【５月１１日（火）】 

「県内の市町村では、どんな家庭教育・子育て支援に関する事業を実施しているのだろうか･･･」、

県として具体的な実態を把握していないのが実情でした。 

そこで、受講者の皆様に、担当の市町村ではどのような事業を行っている

かについての「事前課題」にご協力いただきました。当日は事業の概要を紹

介し、受講者が感想・助言等を付箋に記入する活動を行いました。 

県内各地の事業の実態を共有し、担当市町村の事業を見つめ直す貴重な機

会となりました。 

子どもと大人の関わりを振り返る「第一歩」 

～家庭教育支援基本研修会～          【５月１１日（火）】 

 「感情コントロールの力はどのようにして育つのか？」をテーマに大河原美以先生（前東京学芸大

学教授）から、オンラインでご講義いただきました。 

 子どもがネガティブな感情（負の感情・不快感情）を適切に処理するため

には、周りの大人（親・保育士・教師等）が脳の中の感情制御のメカニズム

を理解して、感情の社会化を促すような関わりが必要なことをお話ください

ました。 

 今回の研修会は、センター会場に加えてビデオ会議システムにより、自宅

や勤務地でも受講できる環境を整え、延べ１２６名が受講しました。 

地域と学校との連携・協働を進めるための「第一歩」 

～地域連携研修会～          【６月２日（水）、３日（木）】 

 「担当として、どんなことから取り組んだらよいのだろうか･･･」、主に小・中学校等で「地域連携

担当」を初めて担当する教員を対象とした研修を行いました。 

 「講義（雲尾周先生 新潟大学教職大学院准教授）」、「活動事例紹介

（阿賀野市立安田小学校、十日町市立川治小学校）」、「個人演習」の３部

構成で行いました。受講された先生方から、「活動事例紹介が大変参考に

なった。地域と学校のつなぎ役になれるように努めたい」等の振り返りがあ

りました。 

 ６月３日（木）は予定していた会場が使用できなくなったため、ビデオ会

議システム上のみで実施しました。 

支援者として資質を高めるための「第一歩」 

～家庭教育支援者養成研修会～         【６月１５日（火）】 

 ３回シリーズの研修会の「第１回」を実施しました。午前は入江優子先生

（東京学芸大学准教授）から、午後は諸富祥彦先生（明治大学教授）から、

オンラインでご講義いただきました。 

今年度は、「センター会場」または「小千谷市民学習センター楽集館」で

受講可能です。それぞれの会場と講師をビデオ会議システムでつなぐこと

で、お互いの「顔」や「様子」が分かるので、離れていても一体感を感じら

れます。なお、２回目と３回目の受講申込みを、引き続き受け付けています。当センターHP「ラ・

ラ・ネット」からお申込みください。 

                 成果活用事業・「ラ・ラ・ネット」 

 ラ・ラ・ネットでは、「県内各地ので行われているいきいき県民カレッジの講座」、「研修

会の講師」、「視聴覚教材」など新潟の生涯学習に関する情報を提供しています。キーワード

での検索や、しぼりこみ機能で条件を

指定した検索があり、目的の方法を抜

粋して表示することができます。ラ・

ラ・ネットトップページ「しらべる」

機能のなかで、この情報を知りたいと

思ったときは是非ラ・ラ・ネットをご

利用ください。 

 
ラ・ラ・ネットQRコード→ 

 

 

 

 ラ・ラ・ネットの学習機会情報や活動

日記をご覧になった皆さんが「いい

ね！」と感じた思いを共有できる機能が

あります。学習情報や活動日記のページ

下部には「い・い・ね！」ボタンがあり

ます。また、トップページには２か月の

間に「い・い・ね」をクリックされた数

でランキングが表示されます。「いい

ね！」と思ったら気軽にボタンをクリッ

クしてみてください。

皆さんのクリックが生

涯学習推進の応援にな

ります。 
 

「いきいき県民カレッジ 成果活用促進事業」に関しては、これまで県民の皆様から多くの

支持をいただいており、大変ありがとうございます。単位認定をしていただける実施機関も

増加し、５月末時点で県内310機関となりました。 

この「活用手帳」は、県民の皆様のこれまでの学習の成果を、地域や

次世代のために生かしていただくために設けられました。少子高齢化社

会、人生100年時代などの時代の変化に対応すべく、新潟県では循環型

の生涯学習社会の実現を目指しています。一人一人の学習の成果を活用

する（広げる）ことによって、様々な地域課題を乗り越えていきたいと

考えています。そこで、学習者の成果をいかせる場（＝成果活用の場）

を設け、成果活動の単位を認定（活用手帳に押印）していただける実施

機関を募集しています。詳しい実施要項を希望される機関は当センター

までお問い合わせください。 

                                 【「活用手帳」】  

「成果活用促進」事業について  

ラ・ラ・ネット「しらべる」機能 い・い・ね！ ランキング！！  

【トップページ「い・い・ね」ランキング機能】 

【トップページ「しらべる」機能】 


